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Ces
AD・4MKⅡ
アドレスユニット取扱説明書

●保証を必ずお受けとりください。

●二のたびは,オーレツクスアドレスユニットをおいあげいただきまして.ま二と

にあ n がとう:さいました。お求めのアドレスユニットを正 Lく使っていただ(た

めに.お使いになる前に取扱説明をよくぉ読みください。三た,お読みになうた

あとは,必ず保存Lて(ださい。
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アドレス効果
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ノイスレベル

i4Urex

接続のしかた

最大ε争畜レベル

^

.^

10od日以上(1kHZ)

素勺90de

従来の30分の 1

(10kHZ)

従来の2倍以上改善

(1kH.)

従来の6分の1

( 1 10de,40OHZ)

従来の2分の1

( o de,40OH.)

■付属のピンコードを使って,図のように

確実につないでくだきい。

● 2 台目.3六目のデッキを按統するため

のコードは付属してあリ談せん。別売リ

の接絖コード(PIN-PIN) TSC-21や,

変換コード(6.3柳プラグーPIN) TSC-

71などをご利用ください。

●ピンコードの赤いプラグは右(R)チャン

之ル用マ,す。

●接続するときは,アドレスユニット,ア

ンプ,テ丁プデッキの電源は切っておい

てください。

●マイク録音の場合は,マイクロホンミキ

サー,またはマイクァンプを使い,それ

ぞれのライン出力立諾子・とアドレスユニッ

トのアンプ用録音端子とを按続してくだ

さい。
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各部のなまえとその働き
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0電源スィッチ〔POWER〕
このボタンを押すと電源が入η,レベル

メーター四にランプが点灯Lます。

もう一度押すとポタンが戻って電源が

切れ三す。

^レペルメーター
入力卞号地出力信号を,ピーク値で指示

します。

ι,一臭 IN,U I.EV主L OUTpurLενモL

゛'ワー

●1^マーク{1アドレス基準レベル(-3
dB)を表します。

@テープコビースィッチ斤ミ君音え§^
接統された2台のテープデッキ相互間で

テープコピーするときに使うスイッチで

す。テープコピー L ないときは<0FF>に

しておいてください。

●<1告2>はテープデッキ 1 から 2 へニピ

ーするポジションです。

●(2, Dはテープデッキ 2力、ら 1 へコピ

ーするポジションです(詳しくは12-t

ージ)

二のスィッチを入れると f〒云戸E^^1
が檀色に点灯します。

圃圃
胃圧C

力信号をモニターするポジシ潤ンです。

3へッドデッキを接続Lてモニターする

ときは.;のスイ,チを使い肇す。

@アドレススィ

アドレス録音再生するときゃ,アドレス

ドをモニターするときに使うスイレコ

ツチです。

●<0UT>はアドレス宝量音再生をしないと

きのポジションです。

●くLINE・MPX ON(FM))はアドレス録音

再生するときのポジションです。この

ポジションにすると.^1亘ヨマーク

が緑色に点灯Lます。FMステレオ放送

やテレビの音声多皿放送をアドレス録

音するときは<MPX ON>に,モの他

アドレスレコード以外のレコードやテ

ープなとをアドレス録音するときは

<LINE>にしてください。

<MPX ON>にすると,FMステレオ放送

の 19kHZパイロット信号もれをカット

するためのMPXフィルターが入n ます。

アドレス再生するときは.どちらのボ

ジションでも構いません。

● 1^}はアドレスレコードを聴くときの
ポジションです。(詳し(は 9 ページ)

●(C厶L>はテープとのキャリプレーショ

ンをとるときのボジションです。二の

ボジションにすると.キャリプレーシ

ヨンインジケーター田が赤色に点北丁L

ます。(詳 L くは 10ページ)

,1貞冒

.

インプノトレ'イル

φ入カレベル謂整ツマミ〔11炉1)T LEVEL〕
入カレベルを調整するツマミです。奥が

右<R>チャンネル用.手前が左くし)チャン

ネル用です。(詳しくは 7 ページ)
アウ十プリ, 1-'式ん

●出カレペル,整ツマミ〔α」T●T "'VEL〕
二のアドレスユニットのモニター出力を

調整するツマミて,す。ヘッドホーンの音

も同時に変ηます,
"1-1子ズ

0へッドホーン端子〔PH'ORES〕
このアドレスユニットの出力信号をモニ

ターするへッドホーン用端子です。

出カレベル調整ツマミ〔OUTPUT LEVEL〕

0に動して音も変わります。

のアドレス基準信号レベル撤ポリューム
オι.1゛ー,ー

〔OSC〕

アドレス基準信号(CALTONE)の発振

レベルを微調整するための半固定ポリュ

ームて・す。

アドレススィッチ^@を<CAL>

のボジションにし,モニタースイッチ

「而る丙i^10を<SOURCE>にすると.

レペル〆ーター田にアドレス基準信号の

発振レペルが指示されます。

もし.正 Lいアドレス基準レベルー3dB

でなかったときは,マイナスのドライ,<

ーで二のツマミを佳わして餌整Lてくだ

さい。

^モニタースィッチ「元〒6盲^

田

.

子です。(詳し(は 3 ページ)

二のアドレスユニットの出力信号を切り

換えるスイッチです。

●<SOURCE>はアンプからの録音入力信

号やアドレスレコードをモニターする

ポジションです

●(TAPE I>、<T厶PE 2>はテープデッキ

1 あるいはテープデッキ2の再生出,

2台のテープデッキを接続するためのAC

ニンセントです。合せて30OWまでの機器

を接続する二とができ庄す。

なお,アドレスユニットの電源スイッチ

中OWER〕0とは連動Lません。接続L た

機器の電源スイッチで電源入切を行って

くナごさ、、。

Φキャリプレーションインジケーター

アドレススイッチ^@を<CAL>の

ボジションにすると,このインジケータ

ーが赤色に点灯し庄す

^キャリブレーションポ
キ甲凡*り二ーム

〔C五L VOLIUME〕
アドレス基準レベルを合せる大めのツマ

です。ミ

キャリプレーションをとるときに,レペ

ルメーターを監視Lながら二のツマミで

調整しτください。(詳し(は10ベージ)

<し>は左チャンネル用,<R>は右チャンネ

ル用です。
,ープ

田助入出力端子〔TEPE2〕

第3のデッキを接銃するための端子です。

●<REC>は背面の録音用端子2系栽にプ

ラス Lて働く補助端子です。合計3台

のデッキを同時にアドレス'豪音する_こ

とができます。

●(PLAY>は背面の〔TAPE DECK 2〕用

再生端子に優先Lて働(楠助端子です。

なお,二の端子の入出カコードは,別

売ηの6,3"罰プラグ・PIN変換コード(6.3

則"プラグ・PIN)TSC・71 を:使用くださ

コンセント

璽風1、遮週1.減周10' 0電tN '"CO0 OUヤ

アンプヘ
,0'、1'●'鬨

デツキ1へ
,O T●,0唾に" 1

コード

@

0をCOOE 1村

デツキ2へ
,O T●● 0'卓鳳 J

匡NCO0屡OUT

佃アンプ用入出力端子
フン1f レ,プレイ

〔AM戸一貞EC/PLAY〕
ステレオアンプのテープ録音/再生用端

子です。(詳 L くは 3 ページ)

田テープデッキ 1用入出力端子
テーブ,Jキレクプレイ

〔TAPE D亘CK I -REC/PLAY〕

テープデッキの録音/再生用端子です。

(詳 L (は 3 ページ)

伯テープデッキ2用入出力端子
テープデJキレリ,プレイ

〔TAPE D'CK 2 一貞EC/PLAY〕
2台自のテープデッキの録音/再生用端
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録音のしかた

■アドレス録音

アンプ

000 ⅡⅡ1 000 回

ファンクションスイッチを録音するソー

スに合せます。

次の順停に従って録音してください

◎

アドレスユニット S゜UR゜轟E
奇楽1言号

ー『二〒二T^1
. ^● 00

①アドレススイッチを<UNE>に L庄す。

ただし, FMステレオ放送当テレビの音

声多皿放送を録音するときは<MPX ON>

にします。

〔注)テープコピースィッチ「〒五石E^1
は(OFF>にしておきます。

00

圧縮された
楽信

..

②アドレスユ=ツトのレベルメーターを見

ながら,入カレペル調整ツマミで3量音レ

ペルを調整Lます(詳L (は7 ベージ)

〔注〕モニタースィッチ「i而丙i^可は
<SOURCE>にします。

デープデッキ

録音

^

2

■アドレス・アウトの録音

.

.

0

. 区匠三ヨ

●3へッドデッキで同時モニターする

アンプのモニタースィッチはTAPEポ

ジションにしておき,このユニットの

モニタースィッチ「ii6ii斤^1 をお

使いください。

0

③録音操作をします

U主〕1.デープデッキの録音ポリュームと出

カポリュームは,キャリプレーショ

ンをと0 たレペルの庄まに固定Lて

おいてください。

2.テープに全曼音 L,=OAL TONEは消さ

ないで(ださい。

3.NHスイッチは OUT にしておきます

0Ξ 000.

金泉音レベルの合せかた

皿アドレス録音する場合

アドレスを入れないて録音したり,デッ

キに内蔵している別のNRシステムを使

つて録畜する場合は,このユニットのア

ドレススィッチ^を<0UT>にし

てください。

また,デッキの録音レベルは,このユニ

ツトの入カレベル調悠ツマミ〔1NPUT

LEVEL〕を使ってください。デッキの

とき

またはこのユニットのモニタースイッチ

「而6西f^1を<TAPE>ポジション

、にしておき,アンプのテープモニター

スイッチをお使いください。この場合

TAPEとSOURCE の音扱に差が出る

,昜合が櫛リます。

ラジ井放送やテ【プ,レコードなとから鎚音したものは,個人としτ楽Lむなとのほかは,薯作権法上,権利者に無断では使用できません。

一般にカセットデッキて'は'゛告レベルを

狗まリ下げると、 SN比のよい工k富がて

きないため,畜質を多少犠牲にしてても

デーづの飽和レベル傑界まて挑1幟して.

il"同に1.k密する誉1忙1が身につきました

ところが.「アドレス」は、従来のカセ、リ

トアッキのダイナミックレンジやSN比

を袋躍的に改辨することがてき,テーブ

都牙Υ(ヒスノイズ)などは、ま「にくと,1

うて良いチ呈無槻て'きるようになりました

したが「て.特に高城成分の多いソース

の場会には.鍬音レベルを袈1のように

従来よリ控え目にセットされることをお

すすめします。高披*て伸びた,しかも

S N上ヒの良い鉄音..i与生がて'き氷,・。

録音ボリュームや出カボリュームは,ア

ドレスのキャリブレーションをとったま

まに固定しておくと,後てアドレス録音

・再生するときのキャリプレーションの

予開が省けます

〔注〕アドレス・アウトの場合も,このユ

ニットの電源スイッチ〔POWER〕は

<ON)にしてください。

ただL後でカセットテープにコピー

する場合は,カセットテープ並に控

え目に録音Lてください。

-10dB'争音

なお,ソースや録音,再生システム,リ

スニング環境などによっては,従来レベ

ルて録音しても十分ご満足頂けます。

〔注〕1.控え目に'豪音すると,相対的に再生

レベルも下がηます。アドレスユニ

ツトの出力鯛整ボリュームを<MAX>

にしても不足するときは,アンプの

ポリュームを上げてください。

2.デッキのレベルメーターは,圧縮さ

れた信号で振れます(微弱信号ほど

大き(振れる)。したがって,正Lい

入力信号のレペル監視は,ア Fレス

ユニットのレペル〆ーターを利用 L

てくナゞさし、。

テープの種類

メタルテープ

クロームテープ

ノーマルテープ

アドレスユニットのレペルメータ^

OdB~+6dB

3dB-+3de

表1

レ

大録音レベルの目安

^

ノレ

6dB~

■アドレス・アウトで録音する場合

クロームテープ

OdB

ノーマルテープ

〆タノレテープ

テープの

周波数

類と周波数特性

注:オープンデッキの録音レベルは,カ

セットテープの場合よηも高め'に設

定 Lてもかまい庄せん。

「の取扱,悦明辨に従ってください

+ 10dB録音
OdB録音

周波数

録音レベルと周波数特性

=
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再生のしかた

■アドレス再生

テープデッキ

^

.

.

.

.

圧縮された_

匝三到゜ー.仁FT「〒1
^

0

0ヨ 000:
... 0 0

再生
0

次の順序に従って再生してください。

4

①付属のアドレスCALシートのCAL

TONEレベルが一3dB となるように,

デッキの録音ボリユームて、澗キ"し固定

し議す。

②テープの:喪而最後または長血の頭にこ

のCAL TONEを20f少1瓢ど↑゛汽しぎ司、

2.レコードモニターの音は,アンプ

のポリュームかアドレスユニットの

出カレペル謂整ツマミ〔OUTPUT〕で

調整して(ださい。

①

③アドレスレコードをかけてデッキて録

音(コピー)します。

〔注〕デッキの'争音ポリュームは動かさな

L、て・(ナごさい。

T厶PE LINE

キャリブレーションをとって(ださい。

(10 ページ参照)

②アドレススイッチを<UNE>にします。

③アドレスユニットのモニタースイッチを

くTAPE)ボジションにします。

〔注〕1.複数のデッキを切η換えて再生する

場合は.モニタースィッチ「而る而i〒6^
を該当するデッキのテープポジショ

ンにして(ナごさ、、。

なお.背面に接続された〔TAPE2〕

のデッキについては.前面のデッキ

が優先Lます

2.テープコピースィッチ「〒云五E^1
は<0FF>にしておきます。

0゜- T

元の大きさに

引伸L北者楽信号

③②

■アドレス・アウトの再生

000 "Ⅱ1 0 00

アンプ

テープモニタースイッチを<T厶PE>ポジ

ションにします。

4再生操作を L韮す。

〔注〕1,デッキの出カポリュームはキャリプ

レーションをとった後,動かさない

で(ださい。

2.NRスイッチは<0UT>に L τおきま

す。

3.再生レペノレの調整は.アドレスユニ

ツトの出力餌整ツマミ〔OUTPUT

LEVEL〕を利用してください。

アドレスレ

アドレスを入れないて再生したり,フ・ツ

キに内蔵してぃる別のNRシステムて再

牛する場合は,このユニットのアドレス

スィッチ長盃弱をく0UT)にしてくだ

さい

〔注〕1.アドレス・アウトの場合も,二のユ

ニットの電源スイッチ〔POWER)は

<ON>にしてく,ごさい。

2.NRシステム(ドルビーなと)を通L

て録音L大テープは,同じシステム

(ポジション)で再生 L て(ださい。

■接続

^ ドの聴きかた

^

アドレスの新しいソフト,アドレスレコ

ドはアドレステープと同様に,圧紺し

た音楽信号が刻まれています。

レコ

3ページの按続のままててき声す。(アド

レスレコードのモニターだけならデッキ

の接続は不要てす。)

ドプレヤー

承'令ι込

く之ヒ

■キャリブレーション

アドレスレコード

アドレスCALシート

PHONO

アンプ

次に従って,スクラッチノイズのない,

ハイクオリティーサウンドをお楽しみく

ださい。

FUNCTIONスイッチ

=PHONO

MONITORスイッチ

=丁APE

REC

アドレステープと伺様にまず,アドレス

レコードても?選準レベルを合せます。

①アドレスユ・ニットのアドレススィッチ

^をディスクポジション^

にします。

②付属のアドレスCALシートをブレヤ

ーにかけてゞ基排H目号<CALTONE>

を再生します。

6主〕アンプのファンクシ,ンスイッチは

くPHONO),テープモニタースイッチ

は<TAPE>にします。

③このCALTONEの再生レベルが,アド

レスユニットのメーターて一3dBとな

るように,入カレベル調贅つまみて馴

キ島し固定します。

AD・ 4M"Π

^スイッチ

^"t^1-,ヨ.ず

「立五肩仔る司スイッチ

=SOURCE
PLAY

才ι才

レコード

モニター

■アドレスレコードのモニタ

REC

テープデッキ

PLAY

録レペル

アドレスCAL

シートで

-3de

■アドレスレコ

アドース巨亘今
テープ

コピ

〔注〕1.アドレスユニットのモニタースィツ

チ「不iる^頁『は<SOURCE>ポジ
ションにします。

2.-3dBにならない(不足する)ときは

よη出力の高い力ートリッジに交換

しτ(ナぜさい。

縦アドレスレコード再生で必要な最

低入カレベル(即ちアンプのREC

α」T出力)は,アドレスCALシート

て・10omV 以上です。

3.調整Lた位を忘れないように,レ

ペルマーカーを回Lて指線を合せて

お(と便利です。

アドレスレコードをプレヤにかけ,

再生します。

〔注〕1.アドレスユニットの入カレペル調整

ツマミ〔1NPUT LEVEL)は,キャリ

プレーションをとウた位のま含動

かさないで(ださい。

ドのコピ
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●
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キャリ

はじめに

^ションのとりかた

■アドレスには.」'i仙レベルカ"夬められて

いますアドレス効果を最大に発邦させ

るため,また.ア'ドレス内蔵デッキとの

互換性を保つために,テープデッキの再

生出カレベルをアドレス・ノ選池レベルに介

わせる必要があります。もし.火きくレ

ベルが迩うと(土2dB以上),再生"寺1こ 1・

分な効果力qリられないことになりよ d、

●アドレスリ選i弛レベルとは、'゛畜"ぶに圧航i

した鍬音信号を, 1耳q二11寺に 1亡のダイナミ

ツクレンジまて戻す尤めに必饗なJ選池と

なるレベルのことてす

アドレス乳§i仙レベル:1kHZ,-3dB( 0

dB=160pwb/m血)

〔注〕1.お手持ちのデッキの〆ーターがVU,

ピークのどちらであっても,同ーレペ

*ドルビー研究所かーの輿施権に基づ

き製造されf:ノイズ・りダクシヨン

回路

ドルヒー"と、、う1吾及びダフ'ノレ Dミ己

号はドルビー研究所の商探です

1.出カボリュームの無いデッキ,または出
カレベルの一番小さいデッキ

前記に従って,アドレスユニットの

〔CAL VOLUME〕でキャリブレーシヨン

をとη固定 L ます。

2.2台目のデッキ

デッキの出カポリュームを調整してキャ

リプレーションをとη固定 Lます。

凹アドレス基準信号(CAL TONE)の録音のしかた
SOLIRCE

アドレスユニット OFF CAL

F4Ξ.T才1旦1

ルで連続信号の場合には;旨示レベル

は変ηません。 L大がうてアドレス

基準信号の録音レペルは同じ一3dB

です。

2.アドレス基準レベノレは,ー"窒のカセ

ツトデッキのドルビーレベノレ(+3de

^マークの位)よη6dB低く

なηます。もし,ドルビーレベノレが

十3dB でない場合には.モのドルビ

レベノレから 6dB下がったところに

な"ます。

.オーヅンデッ牛の場合もカセットデッキ

と同様に,アドレス基池レベルは一3dB

としてください。

●アドレスレコードにつぃても・,,噺武となる

レベルがあります。詳しくは 9ベージを

参照してください。

キヤル トーン

アドレス基準信号(CALTONE)の再生

アドレステープを再生する1拘1こ.次の111n

1宇:に従って.全飼キされたCAL TONE を

0

令
早..^

'ー'.◎

Φアドレススイッチを<CAL>に LOAL TONE

を発振させます。

〔注〕テープコピースィッチ「〒三戸E^1

は<0FF>.モニタースィッチ「而る刃;〒^
は<SOURCE>にしておきます。

②テープデッキの入カレペル(OALTONE)

が一3dB(アドレス基準レペル)になるよ

00

CAL TONE

キ〒ル

テープデッキ

トーニ,

^

.

.

.

.

アドレスユニット

2

うに3争音ポリュームを鯛整L固定 Lます

〔注〕1,N R スイッチは OUT にしておきま

す。

2.録音ボリュームは,-3dB に調整後

動かさないで(ださい。

3 CAL TONEを20秒ほど録音L ます。

巨ヨ
^

^

Cコ^

立口 000:

6主〕1,同一銘柄のテープを使う場合は.ア

ドレス基準レペルは一度合せておけ

ぱほぽO Kですが,確認のため.再

生の大びにキャリブレーションをと

ることをおすすめします。したがっ

て'テープに録音したCAL TONE

は消さないでおいて(ださし、。

2.OALTONEの再生レベルがテープデ

ツキのレベルメーターでは,録再感

度羨やテープ感度差等によって,

3dB にならない二とがあηますが,

アドレスユニットのレペル〆ーター

でアドレス基準レペル([丕亘]マー
ク=-3dB)に調整されていればOK

です。

参考

キャリプレーションのとη力、大のもうーつの方法

前記とは逆に,アドレスユニットの〔CALTONE〕を最大にしておき.各々のデッキの出

カボリュームを胴整Lて一3dBに合せても.同様にキャリプレーションがとれます.

「上翠〒二31Ξ_η

■■

.

3

-3dB

③デッキのモニタースイッチをTAPE にし

ます。

(注〕出カポリュームは,大にしておきま

す。

4アドレスユニットのモニタースイッチを

<TAPE>に切η換えても 3dB となるよ

うに〔CAL VOLUME〕で調整L固定 Lます

①3

1 アトレススイッチを<C厶L>にアドレス

ユニットのモニタースイッチを再生する

デッキに合わせて<丁APE I)カ、ぐTAPE 2>

にL佳す。

〔注〕テープコビースィッチ「〒亙戸E^1
は<0FF>にします。

T

..

C厶L

谷 00
r

2台以上のテープデッキのキャリプレーションについて

このアドレスユニットのキャリブレーシ

ヨンボリコ,ーム〔CAL VOLUME〕は 1

六分てす

CAL TONE

再生し

たさい

..

卞ヤリプレーションをとってく

再生

^

3.デッキによって' CAL TONEの再生

レベルがアドレス基準レベル(-3de)

に遼しない場合は, OAL TONEの,豪

音レペルをodBに引上げてください。

なお,二の場合のキャリプレーショ

ンも上記に従って一3dBでとってく

ださい。

(二の場合.アドレス内蔵デッキで再

生するときに限η,3dBのミスマッチ

ングになη肇す。)

4.アドレス基準信号の再生レベル合せ

はデッキの出カポリュームで行っτ

も構いません。

.

.

0

2

2 テープデッキでC厶L TONEを再生Lます

〔注〕出カボリュームは最大にしておきネ

す。

③再生し大CAL TONEが 3dB (アドレス基

準レペル)になるように,アドレスユニッ

トの〔CAL VOLUME〕で調整 L固定Lます

.

モニタースイッチはキャリブレーシ司ン

をとるデッキの<TAPE>ボジションに切

η換えて(ださい

0

.

[ニコ

0月0 偏I×0曼

^

^

.

.

0

. 国匠三ヨ
.

09 @ 00.
MAX

国区三ヨ^

●3へッドデッキのキャリプレーションにつぃて

i旨N■モニターがマ,きる3へドデッキの

場合には.次の川則予に従ってキャリブレ

ーションをとぅてください

Φアドレススィッチを<C厶L>にしCAL TONE

を発,辰させます。

②CAL TONEを一3dB(デッキのメーター)

て,含桑音 L 佳す。

〔注〕デッキのN R スイッチは OUT にし

ておきます.

0

.

.

ΦΦΦΦ

.

.

したがって、 2 台目,3 h目のキャリプ,

レーションは,それぞれのデッキの出力

ボリ」ームを仙うと便干1」てす。

「ニ¥巳所二翠旦]吊晃各 00

.

..

0Ξ 000.

3.3台自のデッキ

デッキの出カポリュームを胴整Lてキャ

リプレーションをとη固定 Lます。

.

.

①
Φ

一
緒

一

一
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^ フ゜コピ

アドレステープからアドレステープを作る場合

テープデッキ1がらテープデッキ2にコ

ピーするナ昜合は,次の順芹に従ってくだ

さい。

のし力、た

送り出すデッキ(テープデッキ 1)

111^・・ 6⑳

このアドレスユニットのテープコピース

イッチ「〒入戸豆え^を利用すること

によって,接統された複数のテープデッ

再生
圧縮された音楽信号

アドレスユニット

.1に气忘、『二〒コ

^

.

キ相互問のテープコピーが容易に行えま

す。

1 アドレスユニットのテープコピースイッ

チをく1告2)にします。

6主〕モニタースイッチは<T厶PE I>にし

ます。

②アドレステープに録音され大C厶LYONE

を再生L,デッキの出カポリュームま大

はアドレスユニットのキャリプレーショ

ンボリューム〔CAL VOLUME〕でアドレ

スユニットのレベル〆ーターが一3d日に

なるように調整 Lます。

③テープデッキ 1 で再生されナニCAL TONE

を 3dBのレベルで20秒ほと含暴音しま,。

〔注〕1.CAL TONEはテープの面後,ま

たはテープの顕に録音Lます。

2.含及音ポリュームは,テープコピーの

ときも二の位'の享ま力、さないで

(ださ、、。

.. 00
ヲ 00

亜
田

1^■

①⑤

■アドレステープから,アドレス.アウトのテープを作る場合

アドレステーブからアドレスアウトのテ

ープ(または他のNRシステムを通した

テープ)を作る場合は,コピーするデッ

..

録音..
圧縮され大奇楽信号

コピーするデッキ(テープデッキ2)

^

一国区三三司

送り出すデッキ
(テープデッキ 1)

いよいよコピー開始です。

④テープデッキ 1 による再生と.テープデ

ツキ2 による録音を同時にスタートさせ

ればO Kです。

⑤アンプやへッドホーンて・モニターすると

きは,アドレススィッチ^を<UNE>.

モニタースィッチ「不入6再^1をくTAPE
1>にします。

(注〕1.アンプのモニタースィッチをTAPE

^血

00000Π^四@:

^

. 亘力a o o o.

送り出すデッキ(テープデッキ 1)

11^に'。6 ・ー

TAPEI

OFF LINE

アドレスユニット

.

3

12

●アンプにデユブリケートスィッチがない

場合は次の方法ても同様にコピーがてき

ます

..

2.テープデッキ 2 に 3へッドデッキを

接続Lて.デッキのモニタースイッ

チを TAPEポジションにしておけば.

アドレスユニットのモニタースイッ

チ「而6i;^1でソース,テープ0)

同時モニターができ享す。(ソース側

は丁APE 1の再生音.テープ側はTAPE

2 の再生音となり系す)

0

圧縮され大

音楽信号アドレスユニット

00
..

① 8ページ「アドレス再生」に従って.キャ

リプレーションをとった後.アドレス再

生をします。

■アドレス・アウトのテープから,アドレステープを作る場合

たとえば,オープンの2 T-38て'録音し

たテープをカセットテープにアドレス録

音するときは,送リ出しのデッキをアン

プの別系続のテーづ端子・または AUX端

f・などへ接靴し恋す。

アンプ

「二〒こ7に二^

キをアンプの別系毓のテーヅ端子へ接続

し,アンプのデιプリケートスィッチを

利用します

..

..

0 0

000 Ⅱ,Ⅱ 000 回

T

OFF

送り出すデッキ

、.'
'

EI

L1厶惜

① 8ページ再生のしかた「アドレス再生」に

従っτ,キャリプレーションをとった後.

アドレス再生をします。

②録音操作をします。

00

ムMP用

(PLAY>か、

0 一

^

,.

0

コピーするデッキ

巨ヨ
^
^^

. . [ニコ^

0ヨ 000:. ..

PLAYからデ

ープ2の再生
端子また仕

AUX端子へ

.0

②アンプのデュプリケートスイッチを剤」用

し. TAPE 1 から丁APE 2 へストレートに

コピーします。

コビーするデッキ

盲ヨ^

..

巨T厶PE 2

RE0から

REC-、、

ンにします

00

コビーするデッキ

0..

2

.

.

..

.

●なお,アンプを通さずに.送リ出しデッ

キの出力を磁接アドレスユニットのアン

プ用 REC端テに接靴しても伺様のコピ

ーがてき氷,、。

.

?

アンプ

000 ",Ⅱ 000 回

.

[コ

テープ 1のREC
端子からア

0ヨ 000.
0

■アドレス・アウトのテープから,アドレス・アウトのテープを作る場合

「アドレステープからアドレステープを作 ときはアドレススィッチ^を<0UT>

る場合」と1司様に操作してください。ただ にしてください

し,アンプやへッドホーンてモニターする

ドレスユニット

AMP用
RECへ

①アンプのデュプリケートスイッチまたは

ファンクションスイッチを利用L.TAPE

ま大はAUX力、らTAPE2 から丁APE I "、、 雫

1 へ切η換えて送η出 Lデッキを再生 L

ます.

②6ページ「アドレス'量音のしかた」に従っ

てキャリブレーションをとった後,アド

レス録音を L享す。

.. 0 0

^^^

00ΦΦΦ

圧綿された
音稾信号

.

.

』
:

一
.

゛=
●
'

、

=
0

Ⅲ
0

圧
音

、J

.

.

き
北
号
 
E
Y

大
ウ
信
 
P
A

の
戻
楽
 
A
L

元
に
音

"
0

さ
倉

Not fo
r s

ale,
 Pers

onal u
se 

only




